




























































































































と沿道建物の高さ（H）の比：D / Hと，街路幅員と街路延長（L）の比：D / L，
歩道幅員（Ds）と街路幅員の比：Ds / Dを挙げている。この中で，街路景観に
















































被 験 者 愛媛県内の私立大学の学生１１９名。講義や演習の時間を利用し
て，実験への協力を申し出た受講生を対象に実施した。実験は５名から３４名
までの小集団で実施され，７回実施された。
実 験 計 画 ２（見通しのよい／悪い）×２（混雑／閑散）×刺激各５種。すべて
被験者内変数。















































































因子１ 因子２ 因子３ 共通性
第１因子：安堵性（α＝０．８０００）
安心な－不安な ０．７３１ ０．０６５ －０．０１７ ．５３９
親しみのある－とっつきにくい ０．６９２ －０．０３１ ０．２５６ ．５４５
好きな－嫌いな＊ ０．５６９ ０．３５４ ０．３５１ ．５７２
引き込む－遠ざける ０．５５８ ０．０４８ ０．３４５ ．４３３
明るい－暗い ０．５１２ ０．３５３ －０．０４４ ．３８９
わかりやすい－わかりにくい ０．４７４ ０．２２７ ０．１７８ ．３０８
行きやすい－行きにくい＊ ０．４１９ ０．３０８ ０．１３２ ．２８７
やすらぎのある－やすらぎのない ０．３６２ ０．２１４ ０．２６５ ．２４８
第２因子：方向性（α＝０．７１２４）
広い－狭い＊ ０．２１８ ０．８４６ ０．１５３ ．７８７
見通しのよい－見通しの悪い＊ ０．１６７ ０．７３４ ０．０５０ ．５６９
軽快な－重苦しい＊ ０．１４６ ０．６５４ ０．２１０ ．４９４
開放感のある－圧迫感のある ０．２９３ ０．３３６ ０．２５６ ．２６４
直線的な－曲線的な＊ ０．０１５ ０．１９１ －０．１０２ ．０４７
第３因子：期待性（α＝０．５５９６）
変化に富んだ－変化に乏しい ０．０５６ －０．０２９ ０．５８３ ．３４４
新鮮な－ありふれた －０．１１５ ０．３９６ ０．４９１ ．４１１
新しい－古い ０．２２４ ０．０６４ ０．４４２ ．２５０
表２ 因子分析の結果（最尤法，因子数３，バリマックス回転）
注：複数の因子に対して因子負荷量が．４以上の項目を削除した。
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